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なぜMEセンターが注目を集めるのか

2015 年 2月に新築移転を果たした愛育病院（東京・港区）は、独自の要件に基づいた病院情報システムを構築し、
フレキシブルな運用と併せて医療の質を向上させている（詳細は巻頭グラビア頁）。新病院を背景に、岡井 崇院長㊨と加部一彦新生児科部長

画像サーバを院内からなくしたい
増殖するばかりで、コスト面、管理面からも問題視される画像サーバ。院内から、なくす、減らすことに成功した施設の具体策を紹介する
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―
―
病
院
の
沿
革
お
よ
び
地
域
に
お
け
る
位
置
づ

け
か
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
天
皇
が
今
上
天
皇
の
ご
誕
生
を
記
念
し

て
１
９
３
４
年
に
創
立
さ
れ
た
恩
賜
財
団
母
子

愛
育
会
を
経
営
母
体
と
し
、
日
本
で
当
時
弱
体

だ
っ
た
母
子
保
健
の
充
実
と
研
究
を
目
的
と
し

て
、
38
年
に
港
区
南
麻
布
で
開
設
し
た
愛
育
医

院
が
嚆
矢
で
す
。
当
初
は
小
児
科
の
み
で
し
た

が
、
40
年
に
産
科
を
加
え
、
本
来
の
開
設
目
的

で
あ
る
「
小
児
お
よ
び
妊
産
婦
の
疾
病
の
診
療

並
び
に
助
産
お
よ
び
乳
幼
児
の
保
育
」
を
遂
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
後
に
医
療
法
の
規

定
に
よ
り
、
49
年
に
施
設
名
を
現
在
の
「
愛
育

病
院
」
に
改
称
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
90
年
代
後
半
の
周
産
期
セ
ン
タ
ー
指
定

が
、
当
院
に
と
っ
て
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
97
年

に
東
京
都
の
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、

99
年
に
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、
よ
り
高
度
な
母
子
医
療

を
提
供
す
る
施
設
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
併
せ
て
セ
ン
タ
ー
の
使
命
と
し
て
、
診
療
の

多
角
化
も
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
段
階
的
に
小
児
外
科
や
助
産
外
来
、
小
児

精
神
保
健
科
を
新
設
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

き
ま
し
た
。

―
―
２
０
１
５
年
２
月
に
港
区
芝
浦
に
新
築
移
転

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
経
緯
お
よ
び
新
院
で
の
診

療
の
特
徴
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

南
麻
布
で
現
地
改
築
を
何
度
か
行
い
、
そ
の
都

度
設
備
等
を
整
え
て
き
ま
し
た
が
、
周
産
期
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
役
割
を
考
え
る
と
、

旧
院
で
は
敷
地
と
建
物
が
手
狭
に
な
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。
そ
の
事
情
に
加
え
、
子
育
て
世
帯
を
中

心
に
人
口
増
加
が
著
し
い
芝
浦
港
南
地
域
の
母
子

医
療
整
備
を
推
進
し
て
い
た
港
区
の
支
援
も
あ

り
、
現
在
地
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。

　

新
院
移
行
に
際
し
、
当
院
は
従
来
行
っ
て
き
た

範
囲
を
超
え
る
高
度
母
子
医
療
の
提
供
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
命
題
に
則
っ
て
、
旧
院
で
一

時
休
止
し
て
い
た
小
児
入
院
を
増
床
（
42
床
）
し

た
こ
と
に
よ
り
再
開
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
休

日
・
全
夜
間
対
応
の
小
児
二
次
救
急
医
療
体
制
や

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
小
児
集
中
治
療
室
）
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
婦
人
科
領
域
に
お
い
て
は
、
総
合
女
性

内
科
お
よ
び
女
性
専
用
の
人
間
ド
ッ
ク
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
芝
浦
港
南
地
域
で
伸
張
が
予
想
さ
れ

る
母
子
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
見
据
え
た
診
療

の
多
角
化
で
も
あ
り
ま
す
。病
院
と
し
て
は
今
後
、

港
区
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
出
産
・
子
育
て
支

援
環
境
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
一
等
地
と
も
言
え
る
旧
病
院
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

旧
病
院
の
跡
地
に
は
、
関
連
施
設
と
し
て
無
床

診
療
所
（
愛
育
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を
開
設
し
、
当
院

と
連
携
し
な
が
ら
医
療
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

愛
育
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
立
に
は
、「
南
麻
布
に
お

け
る
母
子
医
療
を
進
展
的
に
守
る
」
と
い
う
目
的

が
あ
り
ま
し
た
。〝
進
展
的
〞
と
は
、「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
（
外
国
人
専
門
外
来
）」

の
新
設
を
指
し
ま
す
。
旧
院
周
辺
は
大
使
館
が
多

く
、
以
前
か
ら
外
国
人
の
周
産
期
医
療
ニ
ー
ズ
が

高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た

病
院
の
使
命
と
し
て
、
移
転
後
も
診
療
を
続
け
て

い
く
義
務
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
か
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
施
設
形
態
を
変
更
す
る
際
、
そ
れ
を
好
機
と

捉
え
、
よ
り
外
国
人
妊
婦
の
要
望
に
応
え
る
た
め

に
専
門
外
来
の
形
で
診
療
を
継
続
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

　

同
専
門
外
来
で
は
、
外
国
語
（
注
／
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、
台
湾
語
）

で
診
療
で
き
る
非
常
勤
の
医
師
た
ち
が
、
外
国
人

妊
婦・患
者
の
診
察
や
検
査
を
担
当
し
ま
す
。ま
た
、

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院
す
る
外
国
人
妊
婦
の
出
産

は
、
当
院
が
担
う
連
携
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。

―
―
新
築
移
転
を
機
に
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
さ
れ
ま
し

た
が
、そ
の
目
的
と
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
子
カ
ル
テ
に
よ
る
職
員
間
等
の
情
報
共
有
な

ど
一
般
的
な
Ｉ
Ｔ
効
果
の
享
受
に
加
え
、「
情
報

管
理
の
質
向
上
」
が
、
今
回
の
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
導
入
の
主
な
目
的
で
す
。

　

当
院
の
場
合
、
情
報
管
理
面
の
効
果
と
し
て
ま

ず
期
待
し
た
の
が
「
医
療
安
全
の
担
保
」、
換
言
す

れ
ば
人
為
的
ミ
ス
の
未
然
防
止
で
す
。
母
子
医
療

専
門
施
設
に
お
い
て
は
、Ｉ
Ｔ
に
よ
る
情
報
管
理
は

特
に
薬
剤
管
理
で
有
用
性
を
発
揮
す
る
と
考
え
ま

す
。小
児
の
薬
の
処
方
を
体
重
換
算
で
行
う
な
ど
、

一
般
的
な
診
療
科
に
は
な
い
特
殊
事
情
が
情
報
管

理
を
複
雑
に
し
て
お
り
、
そ
の
分
ミ
ス
の
確
率
が

高
ま
り
が
ち
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
電
子
カ
ル

テ
と
連
動
す
る
薬
剤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
、
薬
剤
部

と
協
力
し
な
が
ら
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新築移転を機にHISを導入した名門病院。
情報共有と医療安全の質向上を図り、
周産期医療のモデル病院を目指す
日本の母子保健および医療の発展に貢献を続けてきた社会福祉法人恩賜財団母子愛育会 総合母子保健センター愛育病院。
同院は2015年 2月、新たな母子医療のニーズに応えるべく、東京・港区南麻布より同区芝浦の地に新築移転を果たした。
新病院では、小児集中治療室や女性専用の人間ドックなどを新設、周産期医療のモデル病院構築を目指す。
同院では新築移転と共に医療の IT化を推進するために病院情報システムの導入を図った。
システムに求めた要件は、拡張性と柔軟性。結果、アナログとデジタルを併用した“ハイブリッド”システムが完成した。
同院の診療の現況と医療 IT化の現況について、院長の岡井 崇氏、新生児科部長の加部一彦氏にインタビューした。

愛育病院
社会福祉法人恩賜財団母子愛育会 総合母子保健センター

東京都

◉
総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

愛
育
病
院

岡井　崇（おかい・たかし）氏
1973年東京大学医学部卒。1992年東京大学医学部助教授、
1996年総合母子保健センター愛育病院副院長。2000年
昭和大学医学部産婦人科学教室主任教授、昭和大学病院
総合周産期母子医療センター長。2013年より総合母子
保健センター愛育病院院長。昭和大学医学部客員教授

小児・周産期専門病院として、専門医療を80年展開してきた
愛育病院は、2015年 2月に港区南麻布より、再開発の進むJR
田町駅付近に新築移転した。新病院は5階から上が独特なX
字形を形成しており、病院の機能性を高めた設計となっている
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総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
愛
育
病
院
で
は
、
病

院
の
移
転
新
築
を
機
に
医
療
情
報
の
Ｉ
Ｔ
化
に
取

り
組
み
、
電
子
カ
ル
テ
と
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
を
含
む

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入
し
た
。

　

病
院
の
新
築
・
移
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
の
み
な
ら
ず
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に

お
い
て
も
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
新
生
児

科
部
長
の
加
部
一
彦
氏
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
よ
う
に
話
す
。

総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

愛
育
病
院　

新
生
児
科　

部
長

加
部 

一
彦
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e
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▼
総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

愛
育
病
院

低
コ
ス
ト
に
加
え
柔
軟
性
と
拡
張
性
を
重
視
し
、

紙
カ
ル
テ
と
電
子
カ
ル
テ
を
併
用
し
た
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〞
Ｈ
Ｉ
Ｓ
を
構
築

た
の
で
す
が
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
さ
に

大
い
に
感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
後
継
シ
ス
テ
ム
と
も
い
う
べ
き
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「InterSystem

s Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）」
を
搭
載
し
た
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
れ
ば
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
し
高
額
な

投
資
は
不
要
で
あ
り
、
将
来
の
部
門
シ
ス
テ
ム
拡

張
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
考
を
経

て
、
セ
ー
レ
ン
社
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

「New
CureLa EM

R

（
ニ
ュ
ー
キ
ュ
ア
ラ
イ
ー
エ

ム
ア
ー
ル
）」
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
」

「N
ew
CureLa EM

R

」
は
、「
電
子
カ
ル
テ
」

「
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
」
を
含
む
総
合
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
看
護
支
援
携
帯
端
末
と

し
て
連
動
す
る
「N

ew
CureLa Sm

art for 
N
urse

」
を
導
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
事
会

計
に
は
、
山
二
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
社
の

「T
O
M
IS/H

A
PIN
ES

（
ト
ミ
ス
／
ハ
ピ
ネ
ス
）」

を
採
用
。
こ
れ
ら
全
て
の
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
イ
ン

「
旧
病
院
で
は
、カ
ル
テ
も
オ
ー
ダ
も
共
に
紙
ベ
ー

ス
で
の
運
用
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

や
研
修
医
を
は
じ
め
、
多
く
の
若
い
医
療
ス
タ
ッ

フ
は
大
学
等
で
電
子
カ
ル
テ
の
み
の
経
験
を
持
つ

ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
と
な
り
、
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
は
時

代
の
要
請
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
際
の

診
療
の
上
で
も
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
今
回
の

病
院
新
築
移
転
を
機
に
、
当
院
に
も
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
決
断
に

至
っ
た
次
第
で
す
」

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た

り
、
加
部
氏
が
重
視
し
た
ポ
イ
ン
ト
が

い
く
つ
か
あ
っ
た
と
い
う
。

「
当
院
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
を
含
め
て
も

１
６
０
床
と
規
模
は
決
し
て
大
き
く
は
な
く
、
か

つ
産
婦
人
科
や
小
児
科
な
ど
、
周
産
期
医
療
に
特

化
し
た
専
門
性
の
高
い
病
院
で
す
。
そ
の
た
め
、

情
報
シ
ス
テ
ム
に
投
資
で
き
る
予
算
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
中
規
模
以
上
の
医
療
機
関

で
普
及
し
て
い
る
大
手
ベ
ン
ダ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
、
コ
ス
ト
の
問
題
に

加
え
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
へ
の
対
応
と
い
っ
た
融

通
性
や
、
拡
張
性
に
も
課
題
が
あ
り
、
結
果
、
小

回
り
の
利
く
シ
ス
テ
ム
を
選
定
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
私
は
１
９
６
０
年
末
に
医
療
情
報
処
理

用
と
し
て
開
発
さ
れ
た
文
字
主
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
言
語
に
よ
る
軽
快
な
医
療
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
Ｍ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
※
を
使
用
し
た
経
験
が
あ
っ

タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
「Caché

」
を
搭
載
し
、

多
岐
に
わ
た
る
医
療
情
報
へ
の
多
次
元
ア
ク
セ

ス
に
お
い
て
高
速
で
高
度
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
す
る
。

　

愛
育
病
院
で
は
、
初
め
て
の
医
療
Ｉ
Ｔ
化
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
段
階
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築

を
進
め
る
た
め
、
病
棟
で
は
紙
カ
ル
テ
を
残
し

つ
つ
、
外
来
で
の
み
電
子
カ
ル
テ
に
よ
る
運
用

を
実
施
す
る
。
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
医
事
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「N

ew
C
ureLa 

EM
R

」と「TOM
IS/HA

PINES

」を
運
用
す
る
。

病
棟
で
の
紙
カ
ル
テ
残
置
に
つ
い
て
、
加
部
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
全
国
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
電
子
カ
ル
テ

で
す
が
、
そ
れ
ら
が
病
院
運
営
の
効
率
化
に
貢
献

し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
入
力
作
業
が
煩
雑
に
な

る
な
ど
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
の
が
現

状
で
す
。
さ
ら
に
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
若
い
ス

タ
ッ
フ
を
除
け
ば
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
と

は
言
え
ず
、
い
き
な
り
全
て
を
Ｉ
Ｔ
化
す
る
こ
と

に
は
対
応
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
院
で
は
、
入
院
病
棟
や
産
婦
人
科
に

お
け
る
医
療
記
録
や
看
護
記
録
は
紙
ベ
ー
ス
で
運

用
し
、
外
来
で
は
電
子
カ
ル
テ
を
利
用
し
て
、
紙

と
電
子
の
２
本
立
て
に
よ
る
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〞

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
を
続
け
な

が
ら
院
内
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
き
、

３
年
程
度
で
病
棟
も
含
め
て
の
電
子
カ
ル
テ
化
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
」

　

外
来
部
門
の
み
を
電
子
カ
ル
テ
化
し
た
経
緯
に

つ
い
て
、
加
部
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
南
麻
布
の
旧
病
院
が
あ
っ
た
場
所
は
、
愛
育
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
当
院
と
愛
育
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
診
療
連
携
を
緊
密
に
す
る
た
め
、
両
施
設
の
外

来
は
『New

CureLa EM
R

』
の
電
子
カ
ル
テ
機

能
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
本
格
的
な
情
報

共
有
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
、
両

施
設
の
診
療
情
報
を
互
い
の
施
設
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
、
統
合
を
果
た
し
て
い
く
予
定
で
す
」

　

予
算
の
関
係
で
段
階
的
な
拡
張
を
進
め
た
い
と

考
え
る
加
部
氏
は
、「N

ew
CureLa EM

R

」
の

有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
例
え
ば
、
今
回
は
予
算
の
関
係
も
あ
り
新
生
児

の
集
中
治
療
に
関
す
る
部
門
シ
ス
テ
ム
は
導
入
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
導
入
し
た
際
に
は
中
核

と
な
る
電
子
カ
ル
テ
へ
の
接
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
将
来
、
シ
ス
テ
ム
拡
張
を
し
て

い
く
上
で
、
柔
軟
性
の
高
い
環
境
を
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
柔
軟
性
の
高
い

「N
ew
CureLa EM

R

」
の
導
入
は
当
院
の
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
お
け
る
重
要
な
条
件
設
定

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

新
生
児
科
医
師
の
森　

裕
美
氏
は
、
病
棟
に
お

け
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

病院情報システム「NewCureLa EMR」の
メニュー画面。電子カルテ以外にも、診
療に役立つ多彩な機能を搭載している

新病院1階にある小児外来受付。受付に
は病院情報システム端末が設置され、外
来の電子カルテ端末と連動してスムーズ
な患者受付・会計処理等を実現している

総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー 

愛
育
病
院
の
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
き
た
新
生
児
科
部
長
の
加
部
一
彦
氏
に
、
そ

の
経
緯
と
運
用
の
現
況
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
。

加部一彦（かべ・かずひこ）氏
1984年日本大学医学部卒。同年4月より　済生
会中央病院に小児科研修医として勤務、1986年
東京女子医大小児科入局。1987年東京女子医大
母子総合医療センター新生児部門助手、1989年
国保旭中央病院新生児医療センター、1994年恩
賜財団母子愛育会総合母子保健センター愛育病
院 勤務。1996年同院新生児集中治療室開設に伴
い新生児科部長に就任、現在に至る

「C
aché

」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
「N

ew
C
ureLa EM

R

」

　

ま
た
Ｉ
Ｔ
に
は
、
正
確
な
情
報
管
理
の
上
に
成

り
立
つ
「
統
計
ツ
ー
ル
」
と
し
て
の
効
果
も
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
当
院
は
日
本
周

産
期
・
新
生
児
医
学
会
に
お
い
て
、
母
体
・
胎
児

認
定
施
設
お
よ
び
新
生
児
認
定
施
設
の
基
幹
施
設

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
出
産
等
の
デ
ー
タ
を

同
医
学
会
に
継
続
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
に
あ
り
ま
す
。
毎
回
そ
の
情
報
収
集
に
大
変
な

労
力
を
要
し
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｉ
Ｔ
で
抽
出
・

収
集
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
作
業
効
率
が
は
る

か
に
向
上
す
る
の
は
自
明
で
す
。そ
れ
ゆ
え
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
た
診
療
録
か
ら
必
要
な
情
報
を
簡

便
・
正
確
に
弾
き
出
せ
る
統
計
シ
ス
テ
ム
構
築
の

準
備
も
併
せ
て
進
め
て
い
ま
す
。

―
―
Ｉ
Ｔ
の
活
用
計
画
も
含
め
、
病
院
の
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

周
産
期
医
療
の
提
供
体
制
は
「
専
門
高
度
化
し

た
方
が
医
療
の
質
担
保
や
医
療
従
事
者
の
勤
務
形

態
の
面
で
有
利
」
と
世
界
的
に
言
わ
れ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
成
功
事
例
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
お
手
本
と
な
る
病
院
が
少

な
い
こ
と
も
あ
り
、
当
院
は
新
院
に
お
い
て
将
来

の
周
産
期
医
療
の
方
向
性
を
示
す
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

今
後
の
展
望
・
目
標
は
と
聞
か
れ
れ
ば
、「
そ
れ

を
一
日
も
早
く
達
成
す
る
こ
と
」
に
尽
き
ま
す
。

　

今
後
の
Ｉ
Ｔ
計
画
と
し
て
は
、
愛
育
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
当
院
と
Ｉ
Ｔ
連
携

さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
診

察
券
も
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
し
て
２
施
設
共
通
と
す
る

予
定
で
す
。
今
回
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
当
然
、
そ
れ
ら
将
来
構
想
の
遂
行
に
必
要
な
布

石
で
も
あ
り
、
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

紙
ベ
ー
ス
の
診
療
・
看
護
記
録
を
維
持
、

紙
と
電
子
の
融
合
を
図
る

病
棟
部
門

愛育病院 病院情報システム構成図

※MUMPS＝Massachusetts General Hospital Utility Multi-Programming Systemの略

愛育病院の病院情報システム構成図。総合病院情報システム「NewCureLa EMR」を中核と
して、看護支援や医事会計をはじめ、多様な部門システムとの連携を実現している

（    ）10新　医　療　2015年8月号（    ）11 新　医　療　2015年8月号



愛育病院

社会福祉法人恩賜財団母子愛育会
総合母子保健センター

昭和天皇からの下賜金をもとに設立された
「恩賜財団母子愛育会」によって、1938
年（昭和 13 年）に開設された愛育病院。
現在の設置者は「社会福祉法人恩賜財団母
子愛育会」であり、総裁を文仁親王妃紀子
に推戴している。
　2015 年、港区南麻布から再開発の進む
港区芝浦に新築移転。新病院では、従来の
診療科に加えて、小児集中治療室（PICU）
や女性専用の人間ドックなども新設。長い
伝統により培われた“愛育のこころ”を大
切にしながら、母子医療を推進し、将来の
日本の周産期医療・母子医療の方向性を示
すモデル病院となることを目指している。

院長：岡井 崇
所在地：東京都港区芝浦
　　　　1丁目 16番地 10号
病床数：一般病床 160床

新病院 1階エントランスホール。来院者のプライバ
シー確保や感染症対策に配慮した設計となっている

の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
紙
カ
ル
テ
と
併
用
で
運
用
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
Ｉ
Ｔ
化
が
却
っ
て
作
業
を
煩
雑
化
し
て
お
り
、

あ
ま
り
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
て
い
な
い
面
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

私
自
身
は
、
一
気
に
電
子
カ
ル
テ
を
含
む
医
療

Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

電
子
カ
ル
テ
は
若
干
融
通
の
利
か
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
現
在
は
紙
カ
ル
テ
併
用
の
メ
リ
ッ
ト
も
感

じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
将
来
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
Ｉ
Ｔ

化
し
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
と
接
続
す
る
こ
と
で

効
率
的
な
病
院
運
営
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

同
院
が
導
入
し
た
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム

「T
O
M
IS/H

A
PIN
ES

」
の
運
用
に
つ
い
て
、
加

部
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
や
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
ク
リ
ア
す
べ
き
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、

非
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
が
実
現
で
き
て
い
ま
す

ね
。

　

シ
ス
テ
ム
運
営
に
関
す
る
会
議
等
で
も
、
医
事

会
計
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
不
満
や
問
題
点
は
指
摘

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
レ
ス
ポ
ン
ス
の
良
さ

等
、『Caché

』
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
も
享
受
し
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

セ
ー
レ
ン
社
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
加
部
氏
は

満
足
し
て
い
る
と
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
は
セ
ー
レ
ン
社
の
Ｓ

Ｅ
に
常
駐
し
て
も
ら
い
、
初
動
時
の
ト
ラ
ブ
ル
等

に
対
応
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
上
の
ト

ラ
ブ
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
問
い
合

わ
せ
に
も
良
く
対
応
し
て
も
ら
い
、
セ
ー
レ
ン
社

の
担
当
者
た
ち
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
加
部
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
先
ほ
ど
も
述
べ
た
通
り
、
残
念
な
が
ら
旧
病
院

で
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
運
用
を
続
け
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
ま
だ
ス
タ
ッ
フ
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
レ

ベ
ル
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
を

十
分
活
用
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
は
順
調
に
稼
働
し
て
い
る

の
で
、
病
院
経
営
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
取
得
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
診
療
の
質
の
向
上
な
ど

の
具
体
的
な
効
果
が
み
え
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
で

す
。
診
療
情
報
が
電
子
化
さ
れ
れ
ば
、
デ
ー
タ
を

統
計
処
理
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
が
得
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
も
今
後

は
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、今
後
徐
々
に
シ
ス
テ
ム
を
拡
張
し
、

３
年
後
に
は
病
棟
を
含
め
た
電
子
カ
ル
テ
化
を
予

定
し
て
い
る
。
加
部
氏
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

の
今
後
の
進
展
に
つ
い
て
、つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
関
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
延
長
線
上
に
電

子
カ
ル
テ
の
将
来
が
あ
る
と
決
め
る
必
要
は
な
い

で
し
ょ
う
。
電
子
カ
ル
テ
が
普
及
し
た
と
は
い
っ

て
も
、
ま
だ
大
規
模
病
院
が
中
心
で
、
過
半
数
を

占
め
る
中
小
病
院
へ
の
普
及
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

　

私
自
身
は
、
完
全
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
ベ
ス
ト
と

は
思
え
ま
せ
ん
し
、
逆
に
紙
ベ
ー
ス
の
よ
う
な
ア

ナ
ロ
グ
の
ま
ま
が
良
い
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
と

ア
ナ
ロ
グ
の
上
手
な
融
合
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

Ｉ
Ｔ
技
術
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
よ
う
な
新

デ
バ
イ
ス
の
登
場
な
ど
、
日
進
月
歩
の
勢
い
で
進

化
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
今
後
、
電
子
カ
ル
テ

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
そ
の
際
は
イ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
「InterSystem

s Ensem
ble

（
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
）」
を
導
入
し
て
、
部
門
シ
ス
テ
ム
の
接

続
を
容
易
に
す
る
よ
う
な
対
応
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
」

電子カルテ端末は外来部門に設置され、診療業務に活用。将来
的には旧病院の地で新たに開業している愛育クリニックとカル
テ情報を共有化し、グループ全体の診療の質の向上につなげる
予定である

医事会計システム「TOMIS/HAPINES」の外来会計入力画面。
「Caché」をベースとして電子カルテおよびオーダリングシス
テムと連動することで、高速処理を実現している

『C
aché

』
な
ら
で
は
の

高
速
処
理
能
力
で

ス
ム
ー
ズ
な
運
用
を
実
現

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
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